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This report attempts to make clear the hybridness of 
everyday cultural designs in Southeast Asia, through 
focusing on the Peranakan designs, which made 
compromise between Eastern cultures (Chinese, Malay) and 
Western ones. Peranakan designs including architecture, 
fashion and interior, are reevaluated as cultural heritage of 
national unity and tourism in Malaysia and Singapore. 
In this year, we carried out intensive researches at Malacca 
again on the townscape and façade of shophouses, 
accessories including beads sandal and breastpin for 
Peranakan lady and various religious facilities from 
viewpoint of cultural complexity and merging design. 
We could understand the fusional and eclectic townscape of 
shophouse arranging Chinese motifs and European motifs 
which is characteristic of Peranakan, have been contributing 
the uniqueness of Malacca as historical town. 
We would like to study the wholeness of everyday life of 
Peranakan from researching at other Peranakan town in 
Southeast Asia. 


























代末 (19 世紀後半 ) の内乱や飢饉により中国南部地域 ( 福
建、客家、潮州、広州、海南島等 ) から排出された大量の







19 世紀後半から 20 世紀前半にかけて中国の伝統的生活様
式と欧米の新しい生活様式を融合、折衷させた独自の生活
スタイルである「プラナカン様式」を創出した。プラナカ
ン様式は芸術、建築 ( ショップハウス )、インテリア、生活
用品、料理、服飾、生活習慣、人生儀礼等の生活全般にお
よび、模様 ( 花、植物 )、色彩等のデザインに特徴がある。
　2018 年度は 2017 年度で得られたテーマを深めるために
8 月にマラッカで 2 度目の現地調査を実施した。以下では、
ショップハウスの装飾デザイン、プラナカン女性の装身具
のデザイン、宗教施設のそれぞれの融合性、複合性につい







































際立っていた ( 写真 1)。1966 年施行の Rent Restriction 



























































































蔵品は 1 種類あたり 7 〜 8 色で赤、緑、青が使用され、市















写真 3. プラナカン女性の盛装とクロサン注 5
写真 4. 蜘蛛をモチーフにしたクロサン
写真 5. ビーズ刺繍のサンダル (19 世紀後半 )














くりだしている。現地調査では 42 ヵ所もの宗教施設 ( また
は宗教関連施設 ) を確認した ( 表 1) 注 6。南北約 800m、東
西 600m という決して広くはないこの地域で宗教施設の集
積度はかなり高い。これらの施設の宗教別の構成は仏教寺
院 (5)、道教廟宇 (8)、宗祠 (10)、会館 (13) 注 7、モスク (2)、
キリスト教教会 (1)、ヒンドゥー教寺院 (1)、儒教 (1)、新興
宗教 (1) で、42 ヵ所のうち約 90% の 38 ヵ所が華人 ( 中国系 )
に関連している。オランダがマラッカを占領した 1645 年
にはマレーシア最古の中国仏教寺院である青雲亭が創建さ
れ、18 世紀から 19 世紀にかけて華人移民が増えるに伴い、
仏教寺院、道教廟宇、イスラムモスク、ヒンドゥー教寺院、
宗祠、会館などが次々と創建 ( 建立 ) されている。
　その過程で、宗教や信仰の世界でも複合化が進展したよ
うで、青雲亭に隣りあう香林寺は中国仏教 ( 大乗仏教 ) の
寺院であるが、本尊の裏に上座部仏教の仏陀が祭祀され、
通常ではみられない祭祀形態をとっている。中国伝来の道
教でも拿督公 ( ナ・トゥク・コンまたはダトゥク・コン )
というマレー半島独自の路傍神が存在している。この













区分 施設名称 成立 ( 創建 ) 主座
仏教
1 青雲亭 1645 年 観音菩薩
2 香林寺 不明 仏陀
3 観音堂 1894 年 准提菩薩
4 崇徳堂 1897 年 准提菩薩
5 香山堂 不明 不明
道教
6 広福宮 1906 年以前 広澤尊王
7 天徳宮 1884 年 註生娘娘
8 青山宮 1966 年 張公聖君
9 万寧社 1987 年 山欽海主温州侯王
10 華徳宮 1863 年以前 温府王爺
11 三多廟 1795 年 大伯公
12 峰山宮 1860 年代 清水祖師
13 湖海殿保生大帝 1899 年 保生大帝
宗祠 ( 同姓 )
14 符氏宗祠 1965 年
15 頼氏宗祠 不明
16 顔氏宗祠 1967 年
17 戴氏宗族会 ( 注礼堂 ) 1957 年
18 鐘氏公会 不明
19 王氏宗祠 ( 植槐堂 ) 不明
20 徐氏祖屋 1925 年
21 鄭氏宗祠 ( 滎陽堂 ) 不明
22 林氏宗祠 1875 年 天后聖母
23 辛柯祭宗祠 不明
会館 ( 同郷 )
24 岡州会館 ( 広東 ) 不明
25 海南会館 ( 広東 ) 1869 年 天后聖母
26 雷州会館 ( 広東 ) 1898 年 関聖帝君
27 三水会館 ( 広東 ) 1919 年 大伯公
28 徳化会館 ( 福建 ) 1908 年
29 番禺会館 （広東） 不明
30 潮州会館 ( 広東 ) 1822 年 華光大帝
31 福建会館 ( 福建 ) 1801 年 媽祖娘娘
32 永春会館 ( 福建 ) 1800 年 天后聖母
33 應和会館 ( 広東・客家 ) 1824 年
34 増龍会館 ( 広東 ) 1792 年
35 茶陽会館 ( 広東・客家 ) 1807 年 関聖帝君
36 鵞城会館 ( 広東 ) 不明
イスラム教
37 Masjid Kampung Kling 1748 年
38 Masjid Kampung Hulu 1728 年
キリスト教 39 Tamil Methodist Church 1908 年
ヒンドゥー教 40 Sri Poyyatha Vinayagar Moorthi 1781 年
儒教 41 孔教會 1950 年頃
新興宗教 42 徳教會 ( 紫昌閣 ) 1955 年
表 1.　　マラッカの宗教施設 写真 6. 拿督公の小祠 ( 祭壇にはイスラム帽がみえる )







　以上、2018 年度にマラッカで実施した、建築 ( ショップ














































5)Lillian Tong,"STRAITS CHINESE GOLD 
JEWELLERY", Eastern Printers Sdn Bhd, 2014, p4 
6)現在では華人の居住はマラッカ地域全体に広がり、他の地
域に転住する人たちも多い。その結果マラッカ全体では寺
廟だけでも100ヵ所以上を数える。
7)会館は基本的に同郷、同業の組織であり神仏の祭祀を伴わ
ないが、東南アジアでは神仏が祀られていることが多い。
マラッカでも複数の会館で祭祀をおこなっていることか
ら宗教関連施設としてとらえている。
